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『窓装飾プランナーBOOK』第 3 版 修正箇所 

章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

1 章 10 図表 1-5 ウィンドートリート

メントの市場規模（卸売ベ

ース） 

更新 （一般社団法人日本インテリアファブリックス

協会が 2018 年 9 月に発表した最新情報に

伴い、平成 26～29 年度の数値を掲載） 

→「図表 1-5 ウィンドートリートメントの市場

規模」参照（本 PDF ファイル 5 ページ①） 

（平成 24～27 年度の数値を掲載） 

2 章 73 図表 2-31 主なカーテンメ

ーカーの加工名称一覧 

川島織物セルコン・形態安

定加工 

追加 ソフトウェーブ 

ファインウェーブ（上級形態安定加工） 

ソフトウェーブ 

 73 図表 2-31 主なカーテンメ

ーカーの加工名称一覧 

川島織物セルコン・形状記

憶加工 

変更 ― ファインウェーブ 

 73 図表 2-31 主なカーテンメ

ーカーの加工名称一覧 

スミノエ・形態安定加工 

追加 ドレスアップ 10 加工 

ドレスアップ加工 

プリーツ S 加工 

ドレスアップ加工 

 73 図表 2-31 主なカーテンメ

ーカーの加工名称一覧 

スミノエ・形状記憶加工 

変更 ― プリーツ S 

 108 ［３］JIS マーク 変更 2019 年 7 月 1 日より「日本産業規格」に名

称変更および内容変更 

→「JIS マーク（日本産業規格）」参照 

（本 PDF ファイル 5 ページ②） 

日本工業規格 

 109 図表 2-50 ウィンドートリー

トメントに関連する主な JIS

規格 

項目

追加 

A4811 ｜ 家庭用室内ブラインドに附属する

コードの要求事項―子どもの安全性 

 

3 章 112 ［１］窓の役割 

本文 5～7 行目 

内容

追加 

なお日本では、住宅の居室や病院・診療所

の病室などは床面積の 7 分の 1 以上の窓そ

の他の開口部を確保することが法律（建築基

準法 28 条 1 項）で義務付けられています。

また、幼稚園、保育所、小学校、中学校等の

教室などは 5 分の 1 以上の面積が必要で

す。ただし開口面積がこれらの基準を満たし

ていても、隣地境界線や隣の建物との距離

が十分に確保できない場合は、居室と認めら

れないことがあります。一方、天窓（トップライ

ト）を設置した場合は、その面積を通常の窓

の 3 倍と計算することができます。 

なお、日本では、住宅の居室には床面

積の 7 分の 1 以上の窓その他の開口

部を確保することが法律（建築基準法

28 条 1 項）で義務付けられています。 

 123 図表 3-44 窓装飾エレメン

ト一覧 

8 行目 

変更 調光式ロールスクリーン 調光式スクリーン 

4 章 139 ①タッセル 

本文 5 行目 

追加 安全に配慮したチャイルドセーフティー対応

のものもあります。 

 139 ②房掛け 

本文 4 行目 

追加 安全に配慮したチャイルドセーフティー対応

のものもあります。 

 

 139 図表 4-44 タッセル 追加 （チャイルドセーフティー対応のタッセル 写

真追加） 

 

 139 図表 4-45 房掛け 追加 （チャイルドセーフティー対応の房掛け 図追

加） 

 

 139 図表 4-47 キータッセル 変更 （カーテンをたくし上げて留めるマグネットに

変更。図表番号 4-47 から 4-48 に変更） 
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

4 章  144 図表 4-57 機能性カーテ

ンの種類 

遮熱カーテン 

変更 太陽光による熱を遮る機能を持ったカーテ

ン。素材に遮熱糸を使用したものや、アルミ、

ステンレスを蒸着加工したファブリックスを使

い、熱を遮断する。 

太陽光による熱を遮る機能を持ったカ

ーテン。遮熱糸やアルミ、ステンレスを

蒸着加工したファブリックスを使い、布

に付着した金属が鏡のように熱を反射

して遮断する。 

  149 図表 4-67 カーテンレール

の構成要素 

ブラケット 

変更 壁面や天井面にレールを固定するための部

品。1 本のレールを固定するシングルブラケ

ット、2 本用のダブルブラケット、さらに出幅を

調整したり小壁が狭い場所につけられるブラ

ケットがある。 

壁面や天井面にレールを固定するた

めの部品。1 本のレールを固定するシ

ングルブラケット、2 本用のダブルブラ

ケット、3 本用のトリプルブラケット、さら

に長さが調節できるエクステンションブ

ラケットがある。 

  149 図表 4-69 ブラケットの種

類 

追加 （小壁が狭い場所用ブラケット 図追加）  

  156 図表 4-84 ローマンシェー

ドの操作方法 

ドラム式ダブルタイプ（ツイ

ンタイプ） 

変更 前後 2 枚のシェードを 1 本の操作チェーン

で操作するワンチェーン式が一般的。手前

のシェードの昇降はチェーンの手前側を引く

ことによって行い、奥側のシェードの昇降は

チェーンの奥側を引くことによって行う。前後

2 枚のシェードを 2 本のチェーンでそれぞれ

操作するツーチェーン式もある。 

前後 2 枚のシェードを 1 本の操作チェ

ーンで操作するワンチェーン式が一般

的。手前のシェードはループの手前側

のチェーン、奥側のシェードはループ

の奥側のチェーンで操作する。チェー

ンを引くと、引いた分に応じてシェード

が上昇し、止めたい位置で手を離すと

停止する。再度チェーンを 2 ㎝ほど引

くとストッパーが解除され、スピードコン

トローラーにより適度な速度で下降す

る。途中で止める場合は、再度操作チ

ェーンを 2 ㎝ほど引く。前後のシェード

ともに昇降動作は同一。前後 2 枚のシ

ェードを 2 本のチェーンで操作するツ

ーチェーン式もある。 

156 図表 4-84 ローマンシェー

ドの操作方法 

項目

削除 

 ハンドル式 ｜ハンドルを手で回してシ

ェードの昇降を行う。天窓や傾斜窓に

使われることが多い操作方式。 

 156 図表 4-84 ローマンシェー

ドの操作方法 

項目

追加 

ギア式 ｜ チェーンを引くことで昇降し、い

ずれも手を離せばその場で停止する簡単操

作のため、不特定多数のユーザーが使用す

る場所に適している。 

 

 160 図表 4-92 シェードの着脱

テープ 

削除   

  160 図表 4-93  項目

追加 

（図表 4-93 コード類を束ねる 図追加）   

  163 図表 4-97 ロールスクリー

ンの操作方法 

プルコード式 

追加 スクリーン下部のウエイトバーから下がるプル

コードで操作を行う方式。プルコードを引くと

スクリーンが下がり、再度引くと巻き上がる。

プルコードで操作を行うので、手が届きやす

い腰高窓や小窓に適している。 

巻き取りパイプの左右どちらかに付いた 1 

本のコードで操作する方法もある。 

スクリーン下部のウエイトバーから下が

るプルコードで操作を行う方式。プルコ

ードを引くとスクリーンが下がり、再度引

くと巻き上がる。プルコードで操作を行

うので、手が届きやすい腰高窓や小窓

に適している。 

  166 ７｜ロールスクリーンのメン

テナンス 

［洗濯上の注意点］ 

5～7 行目 

変更 ・アイロンがけを行う場合は、ドライ、中温度

に設定してスクリーンの巾（横）方向に軽くか

けること。スクリーンの上端部の樹脂部には

行わないこと 

・スクリーン上端の樹脂部には、基本的

にアイロンがけを行わないこと。かける

場合は、ドライ、中温度に設定してスク

リーンの巾（横）方向に軽くかけます 

  167 ３｜調光式ロールスクリーン

の操作方法 

本文 1～2 行目 

変更 調光式ロールスクリーンの操作方法は、チェ

ーン式がほとんどですが、ループコード式も

あります。 

調光式ロールスクリーンの操作方法

は、チェーン式がほとんどですが、一部

電動式に対応した製品もあります。 
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

4 章 167 図表 4-103 調光式ロール

スクリーンの操作方法 

項目

削除 

 電動式 ｜ 巻き取りパイプに内蔵され

たモーターの力でパイプを回転させ、

スクリーンの昇降を行う。一般的な窓や

大型窓の場合、複数のスクリーンを一

斉に操作する、またはその中の 1 台を

単独で操作する、あるいは指定した一

面だけを操作するなど、必要に応じた

開閉が可能。 

  167 図表 4-103 調光式ロール

スクリーンの操作方法 

項目

追加 

ループコード式 ｜ ループ状のコードを引

いてスクリーンの昇降と調光を行う。 

  

 

168 図表 4-104 調光式ロール

スクリーンの用途 

項目

削除 

 高窓 ｜ 商業施設などの高窓に取り

付ける場合は、複数のスクリーンを一度

に操作できる電動式が便利。 

  169 １｜プリーツスクリーンの特

性 

本文 4～5 行目 

変更 プリーツの巾は 25 ㎜が主流ですが、45 ㎜の

ものもあります。 

プリーツの巾は 25 ㎜が主流ですが、5

㎜、20 ㎜や 15 ㎜のものがあります。 

  169 図表 4-108 プリーツスクリ

ーンの構成要素（シングル

タイプ、コード式） 

変更 ⑤セーフティージョイント ⑤コードジョイント 

  170 図表 4-109 プリーツスクリ

ーンの構成要素（ツインタイ

プ、チェーン式） 

項目

追加 

⑯セーフティージョイント  

  170 ３｜プリーツスクリーンの操

作方法 

本文 3～6 行目 

内容

追加 

ツインタイプの操作方法には、2 本のコード

で操作するコード式（ループコード式）、コー

ドとチェーンで操作するチェーン式、1 本の

チェーンで操作するワンチェーン式、コード

レス式があります。 

ツインタイプの操作方法には、2 本のコ

ードで操作するコード式、コードとチェ

ーンで操作するチェーン式、1 本のチ

ェーンで操作するワンチェーン式、コー

ドレス式があります。 

  173 図表 4-113 プリーツスクリ

ーンの用途 

項目

削除 

 出窓 ｜ 3 連までの出窓に対応できる

出窓タイプを使用する。 

天窓、傾斜窓 ｜ 水平面に対して傾

斜角度が 0～40 度までの天窓・傾斜窓

に取り付け可能な製品を使用する。操

作方法は電動式が主流だが、付属の

操作バトンを使ってスクリーンの開閉を

行うものもある。 

窓のサッシと障子の間 ｜プリーツ巾 5

㎜タイプは、サッシと障子の間など奥行

きの狭い場所にも取り付け可能。 

 173 図表 4-113 プリーツスクリ

ーンの用途 

項目

追加 

縦長窓、横長窓 ｜ 縦または横の長さが短

い窓にもきれいに納まる。 

 

173 １｜ハニカムスクリーンの特

性 

本文 3～5 行目 

変更 光の透過がより柔らかく、2 枚のスクリーンの

間にハニカム状の空気層ができるため、遮熱

性や断熱性に優れています。 

光の透過がより柔らかく、2 枚のスクリー

ンの間にハニカム状の空気層ができる

ため、保湿性があります。 

  175 図表 4-115 ハニカムスクリ

ーンの操作方法 

変更 ⑥セーフティージョイント ⑥コードジョイント  

 183 図表 4-124 アルミ製ベネ

シャンブラインドの構成要

素（ワンポール式） 

追加 ⑮コード止め 

→「図表 4-124 アルミ製ベネシャンブライン

ドの構成要素（ワンポール式）」参照（本 PDF

ファイル 6 ページ③） 

 

 188 4│木製スラットの特徴 

本文 4～6 行目 

追加 木製スラットの素材には、バスウッド、スギ、ヒ

ノキ、桐、竹などといった天然木を使用したも

のが一般的ですが、環境に配慮して集成材

を使ったものもあります。 

木製スラットの素材には、バスウッド、ス

ギ、ヒノキ、竹などといった天然木を使

用したものが一般的ですが、環境に配

慮して集成材を使ったものもあります。
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

4 章 188 図表 4-132 木製ブラインド

の用途 

小窓 

変更 巾 280 ㎜、高さ 300 ㎜程度からオーダー可

能。 

巾 240 ㎜、高さ 310 ㎜程度からオーダ

ー可能。 

 189 1│バーチカルブラインドの

特性 

本文 3～5 行目 

追加 操作方法にはバトン式、コード式（コード＆バ

トン式またはループコード式）、ワンチェーン

式、ハンドル式、電動式があります。 

操作方法にはバトン式、コード式（コー

ド＆バトン式）、ワンチェーン式、ハンド

ル式、電動式があります。 

 190 図表 4-135 バーチカルブ

ラインドの構成要素＜コー

ド式（コード＆バトン式）＞ 

追加 コード式（コード＆バトン式またはループコー

ド式） 

コード式（コード＆バトン式） 

 191 3│バーチカルブラインドの

操作方法 

本文 1～3 行目 

追加 バーチカルブラインドの操作方法には、バト

ン式、コード式（コード＆バトン式またはルー

プコード式）、ワンチェーン式、ハンドル式、

電動式の５種類があります。 

バーチカルブラインドの操作方法に

は、バトン式、コード式（コード＆バトン

式）、ワンチェーン式、ハンドル式、電

動式の５種類があります。 

 191 図表 4-136 バーチカルブ

ラインドの操作方法 

追加 コード式（コード＆バトン式またはループコー

ド式） 

コード式（コード＆バトン式） 

 194 8│バーチカルブラインドの

メンテナンス 

［ルーバーの洗濯方法］ 

内容

追加 

①キャリア（ランナーフック）からルーバーを

取り外す 

⑥脱水後、ルーバーをキャリア（ランナーフッ

ク）に取り付けて乾燥させる 

①ランナーフックからルーバーを取り外

す 

⑥脱水後、ルーバーをランナーフック

に取り付けて乾燥させる 

 205 図表 4-156 主な自主マー

ク 

変更・

追加 

（「UV カットマーク」追加） 

（「遮光マーク」内容追加（遮光 1～3 級分

類、遮光 1 級の 5 段階分類＜2018 年 6 月

＞）、206 頁へ移動） 

（「はっ水マーク」「遮熱マーク」「防ダニマー

ク」内容追加） 

（「SEK マーク」内容追加、206 頁へ移動） 

→「図表 4-156 主な自主マーク」参照 

（本 PDF ファイル 7～8 ページ④） 

  

5 章 221 ②カーテン以外の窓装飾

エレメントの場合 

本文 1～2 行目 

［計算式］ 

変更 通常は窓枠の巾に合わせて取り付けるた

め、仕上がり巾は窓枠外寸＋αとなります。 

仕上がり巾＝W［窓枠外寸］＋α※3
 

通常は窓枠の巾に合わせて取り付ける

ため、仕上がり巾は窓枠外寸となりま

す。 

仕上がり巾＝W［窓枠外寸］※3
 

  231 ※13 変更 仕上がり巾にリターンの必要寸法をプラスす

る。 

ひだを取らないため、必要数を巾にプ

ラスする。 

 231 ※15 変更 通常、1 本あたり 0.1～0.2m 程度プラスす

る。 

通常、1 本あたり 0.1m 程度プラスす

る。 

  237 ③ウエイトテープ 

縫製方法（ウエイトテープの

入れ方） 

項目 

追加 

G：ウエイトテープに本体生地を巻き、縫い留

める方法 

  

 237 図表 5-61 ウェイトテープ

の入れ方 

追加 （G：ウエイトテープに本体生地を巻き、縫い

留める方法 図追加） 

 

  243 ９｜タッセル 

本文 7～9 行目 

削除・

追加 

型紙から不織布などで芯地をつくり、生地で

挟んで縫製します。共布で製作する場合、タ

ッセルの要尺として 10～20 ㎝加えます。 

型紙から不織布などで芯地をつくり、生

地で挟んで縫製します。共布で 2 本製

作する場合、タッセルの要尺として約

20 ㎝加えます。 
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③「図表 4-124 アルミ製ベネシャンブラインドの構成要素（ワンポール式）」 
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④「図表 4-156 主な自主マーク」 
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④「図表 4-156 主な自主マーク」（続き） 
 


